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論文の内容の要旨
本論文は、カール・バルトの f教会教義学jI和解論jにおける人間論、特にキリスト教的共同体論、キ
リスト教倫理学の可能性についてバルトが示唆するところの解明を主要目的としている。具体的には、初期
の fローマ書議解jでは「時間と永遠の質的差異jを強調していたバルトが、後の{教会教義学jに至って
歴史的具体的問題、特に共同体の基礎付けといった課題に取り組むための基盤をどこに求めていったのかと
いう点を、「契約」という概念を中心に考察している。
fローマ書講解Jにおける初期バルト神学の特徴は、近代神学に反論するかたちで「キリスト教本来の神j
を再発見しようとした点にある(第一章)。バルト思想の基本を形成する「無線の質的差異J、「罪JJ終末論J
といった概念は人間の限界を明確にし、そこに働く神からの働きかけにより、人間がその限界内にありなが
らもそのままで変えられていくという弁証法的な論理を示している。しかし初期バルト思想は近代神学に反
論する立場から神中心主義を強調するあまり、人間が神の前にどのような存在であり得るのか、あるいは歴
史の中で具体的に何かを為し得るのか、といった問いを課題として残すこととなった。筆者によればその課
題は f教会教義学jI和解論」に至る過程で克服されていく (第二章)。初期バルト思想は、キルケゴールの
影響のもと極端に「個人主義J的であると批判されるのが常であったが、「和解論jでは信仰者の実存のみ
を重視する傾向が克服され、神と隣人とに結びついた共間体的な人間の存在理解へと思想が展開して行った
からである。
筆者は、人間の共同体を諮る上での基礎となる人間論に関連して、バルトが否定的に捉えてきた人間の存
在および自然本性が、「関係の類比Jという概念を用いることによって一定の仕方で肯定しうるものとして
捉え直されていることを示している(第三章)0I恵みに与る罪人Jとしての人間が神に結ぼれる契約の関係
においては、イエス・キリストの中にある人間の自然本性が肯定的に語られうる。このような神と人間との
関係が「恵みの契約Jの関係として示される(第四章)。この「契約J関係に基づいたバルトの「和解J概
念を通じて、神から和解を与えられた人鰐存在が、「義人にして同時に罪人Jという「新しい人間jとして
認識される。神との契約関係にあり、また神の契約棺手として生きていくこの「新しい人間jは、神への「感
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謝Jということを通じて、隣人と「共にあるj関係を築いていくと言う(第五章)。ノtルトにとって、隣人
との「まことの関係」を築いていくことが、「恵みの契約Jを通じて求められている人間の倫理的主体性の
型である。そしてこのような行為に向かっていくことが、人間を真に人間とするものとされる。
さらに、バルトにおいて「共同体Jは、「キリスト教的愛の行為jによって築かれていくものであること
が示されている。バルトの「キリスト教的愛jの思想は、神から和解を与えられた人間が、まず神が罪人で
ある人間に対して神の愛を示すことによって、その神の愛に働かれて自ら愛する者となるというものである
(第六章)。この「キリスト教的愛Jは、神だけでなく隣人にも向かう。この愛の行為によって人はそれぞれ
の隣人に対して「恵みの契約の証人Jとしての f証しJにおいて他者へと自己を贈与していく(第七章)。
そのような「愛jと「註し」の行為により人間相互間に樹立される新しい交わりが「真の教会jとしてのキ
リスト者共同体である(第八章)0Iキリスト教的愛Jの行為の相互性によって、「キリストに働かれた霊的
な交わりJが築かれる。筆者は、以上のような形で、バルト思想が共同体を意味づけたことにより、初期バル
ト思想における「個人主義的傾向jのもつ難点が克服されたことを明らかにしている。
最後に筆者は、人間が祈りの中で神へと呼びかけ、その呼びかけの中で自らの本来的姿を見て、キリスト
教的愛の生活へと自らを方向付けることのうちに、バルトの倫理学が展開されていることを示している。筆
者によれば、それは、近代神学からは見失われてきた「神と人間の関係jにおいて人間の存在を捉えていく
「キリスト教本来の人間論の宗教改革以来の復興jという意味をもつものであった。
審査の結果の要旨
f教会教義学jにおけるバルトが、初期バルト思想の難点とされる極度に個人主義的な性格を克服し、共
同体および倫理学の可能性を切り開いていった経緯を、テキストの丹念な読みと検討とから粘り強く解明し
ていった本論文の成果は高く評価される。ただし、バルト神学における f歴史性jの意味の解明などについ
て今後に課題を残している点が審査委員から指摘されている。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
161 
